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【主な研究成果】
Al-11.5%Cu合金を圧力：6 GPa、温度：670℃の条件で溶体化処理することで、常圧下における固溶限の2倍に相当する11.5%のCuを過飽和に固溶させた。その後、温度190℃で時効することで最大206 HVの高強度が得られた。時効中の組織変化はSPring-8の高輝度X線を用いて解析し、GP(1)ゾーンを経てGP(2)ゾーンが形成されることが高強度化の鍵であることを明らかにした[1]。
また、アルミニウム合金の高強度化の可能性を調査するため、A2024合金にHPT加工を10回転施した試料について、MEMS(微小電子機械システム)を利用したマイクロ引張試験を行った。この際、介在物の影響が小さい微小領域を選択し、材料の本質的な引張特性の評価を図った。その結果、13%の全伸びを保ったまま引張強度は1010 MPaとなり、通常サイズの引張試験片から得られた引張強度である910 MPaを大きく超える結果が得られた。SEM観察結果からも、ゲージ部に明瞭なくびれが生じており、1 GPaの高強度を維持しつつ塑性変形を伴って破断に至ることが明らかとなった[2]。

【今後の展望】
本研究では、マイクロ試験を利用して介在物が少ない領域を局所解析したが、添加元素の調整や急冷凝固の利用等によって介在物の大きさ自体を小さく制御できれば、延性を備えた1 GPa を超える超高強度のアルミニウム合金の開発が可能になることが示唆される。

【具体的な成果】
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